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は じめに

過去半世紀足 らずの問,言 語学の分野では生成

文法理論 と認知言語理論が両極 となって,言 語現

象の解明に取 り組んで来た。すなわち,前 者は言

語の形式的側面 に焦点を当てて,個 別言語の多様

性の背後 に人間言語の普遍性 を追求する立場 を理

論的に展開 して来た。他方,認 知言語理論は,言

語行動が人間の感性的,身 体的経験 と深 く絡み合

ってお り,と りわけ,こ とばの意味は,具 体的な

経験 によってつ くられるイメージによる心的実態

であるとする立場か ら,言 語現象 を動 的に捉 える

言語学の新 しいアプローチ として発展 してきた。

本論 は,こ れらの研究で蓄積 された豊富な知見 を

援用 して英語の基本述語の意味用法 に新たな光 を

あてる試論である。

ホモサ ピエ ンスを他のすべての動物か ら区別す

るものは,こ とばとい う高度に複雑なシステムを

使 う能力である。その ことばを組み立てている単

位は単語であ り,人間の文化の基盤 となっている。

また,読 みのプロセスの決定的な構成要素 も,単

語 を再認することに他 ならない。すべての単語 に

は音声,意 味,文 法 とい う三つの側面がある。な

かでも,「単語の意味 を知 っているということは,

それ を慣用 的 に使 用で きる とい うこ とであ る」

(L.Wittgenstein,1951)。 したがって,こ とばは

文化 と切っても切れないほ ど密接 な関係にある。
一般 に
,外 国人の話 し言葉には,母 語話者 にはな

い形式的な逸脱が見 られるが,そ の 「会話 におけ

る言語使用を支配 している社会的慣習に十分な配

慮 が なされたな ら,そ の逸脱 は雲散霧消 す る」

(H.P.Grice,1967)で あろうとさえ言われる。

英単語の場合を例 に取 ると,稀 にしか用いられ

ないロ ングワー ド(longwoz'd)の 意味 はご く限

られているが,日 常生活で多用 されるあ りふれた

単語の多 くは多義語である。それはその民族特有

の歴史的背景 と,そ の民族固有の社会 ・心理的あ

るいは文化的 な経験 が濃密 に反映 されているた

め,形 式上 はシ ョー トワー ド(shortword>で あ

っても,そ の意味 は却って複雑である。 したがっ

て,そ の言語の母語話者はさしてその用法に困難

を感 じないとしても,そ の ような文化的背景の知

識 をもたない文化圏外の学習者が,そ れらの語 を

自由 自在 に正 しく使いこなすことは至難の業であ

る。なかで も,英 語 の動詞 は,平 叙 一疑問,肯

定一否定,能 動 一受動 に12時 制の変化形 を考慮

すれば,絶 えず96通 りのバ リエ ーシ ョンが要求

されるため,そ の学習者のス トレスは,さ らに倍

加 されること必定である。

1.A,リチ ャーズ と共 に大著 「意味の意味」 を著

したC.K.オ グデ ン(1935)は,o`BaSICEnglish"に

おいて,英 語から抜 きだ した国際補助語 を提案 し

たが,そ の中で語彙 を覚える際の対立の重要性 に

着目した。彼 は,基 本語彙の リス ト850語 の約20

パーセ ントが反義語の対 となるものであ り,こ れ

によって大幅に英語の学習時間を節約で きると述

べている。また,彼 は英文の構造の中で最 も学習

者 に負担 となる述語 を,基 本動詞xs語 と方位 語

約30語 に限定 し,こ れ らの語 を組合せる ことに

よって約2000以 上の動詞 に匹敵する表現が可能

になると述べている。本稿ではこれ らの基本述語

の意味について,認 知心理学的に再解釈を施 し,

対立 ・類似 している語彙相互の相違点 を明 らかに

するように努めた。

ところで,英 語の母語話者の脳内におそらく存

在 している と思われるそれぞれの語の認知的な意
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味構 造 を表 わす包 括的 な イメー ジを語 彙 スキーマ

(LexicalSchema)と 呼ぶ 。 この語 彙 ス キーマは,

各語 彙の標 識 となる ものであ る。一一般 に,語 彙変

化 におい ては,何 らか の新 たな指 示物 に対 す る用

語が必 要 にな る と,そ の指 示物 と関連 があ る既存

の よ く目立 つ指 示物 を表す語 句 の意味(原 義)が

拡 張 され る ことに よっ て,そ の新 しい指 示物 を指

す よ うに なる。 この ような過 程 を繰 り返 して英語

の多義語 は,今 日見 られ る意味の ネ ッ トワー クを

形成 す る ようにな った もの と考 え られる。

ここで,英 単語 の`board'を 例 に 『オ ックス フ

ォー ド英語 辞典」(OxfordEnglishDictionary)に

よ って これ を検 討 してみ よ う。 名詞`board'の 原

義 は 「の こぎ りで薄 く切 っ てある表面 の広 い一片

の材 木」 であ った。 と ころが,こ れ らの材木が 食

事 や 作 業 に役 立 つ 平 面 と な る よ う に な る と,
`board'は

,`table'(テ ー ブル)と して よ く知 られ

る 概 念 を 表 す よ う に 拡 張 さ れ た 。 さ ら に,

`aboveboard'(ト ラ ンプ をす る際 に不 正 を しない

ように`board'の 上 に手 を出 しておか な ければ な

らない こ とか ら,「 正正 堂堂 と」,「あ りの ままに」

の 意味),`sideboard'(食 器棚),`bedandboard'

(宿 泊 と食事)の よ うな表 現 もこの用 法 か ら派 生

した。やが て,こ の語 は会議が 開か れる テーブ ル

の意味 に拡張 され,さ らに会議 のテ ーブル に座 る

人 の 集 ま りへ と 意 味 が 拡 が り,`aboardof

directors'(理 事会),`aboardofeducation'(教 育

委 員会),`aboardoftrade'(商 工 会議所)な どの

表 現 に も使 われ,今 日の ような多義 語 としての意

味 の ネ ッ トワー クが形成 され た と考 え られ る。

以 下 の本稿 で は,ま ず 日常 の コ ミュニ ケー シ ョ

ンで特 に多用 され る英 語 の基 本動 詞16語 を対 象

に,意 味 の上 で互 い に対 立す る語や 関連す る語 を

8群 に分類 して,各 語 の輪 郭 とな る包括 的意味 を

示す語彙 スキーマ とその周辺 的 意味 に至 る転化 ・

派 生 の過 程 を明 らか にす る。つ ぎに これ らの基 本

動 詞 と共 に多用 される方 位語 の うち約30語 を対

象 に,互 いに対 立す る意味 を有 す る8群 の語 と類

似 の意味 を共 有 す る6群 の語 の用 法上 の相違 点 を

明 らか に し,簡 潔 に ま とめる。

1.1.

●基本動詞の語彙スキーマ

Bevs.Have

[存在]対[所 有]

r存 在」 を意味 す る英 語 の語彙 の うち最 も代 表

的で有 用性 の高い語が`Be'で,人 称 に よってam/

are/isと 変化 し,過 去形 はwas/wereに,過 去 分

詞 形 はbeenと なる。 この 動 詞 には,本 来 「～ デ

アル」とい う連結 関係 を表 わす コピュラ(連 結詞)

の意味 は なかった。 これ は,お そ ら く 「存在」 の

{Be'が
,た とえば,"Iam(as)amanonthisland."

(私 は この土地 の 者 と して存 在 す る)か ら意味 が

転化 して"Iamamanonthisland."(私 は この土

地 の者 だ)の よ うな プロセ スを経 て,こ の意味 が

派生 した もの と考 え られ る。 その結果,`Be'の 語

彙 ス キーマ[存 在 ユ には 「在 在」 → 「連 結 関係」

の二つ の意味 クラスが生 じた。 また,そ の用 法 に

も無 意志 と有意志 の二通 りが あ る。 「存 在」 を表

現 す る場 合 は,無 意志 な ら 「～があ る,～ に居 る,

～ にな る」 の意味 とな り,有 意志 な らば 「行 く,

来 る」 の意味 とな る。以 下 に これ らの例 を見 てみ

よう。

1.1.1.Youareagoodjudgeofmen.

(あ な た は男 を見 る 目が あ る 。>

1.1.2.Yourshoesarecakedwithearth.

(君 の 靴 に は 泥 が こ び り付 い て居 る よ。)

1.1.3.Itisdisgustingtoseeadeadcatontheroad.

(路 面 に 猫 が 死 ん で い る の を見 る の は い や

な感 じだ 。)

1.1.4.Mr.ShimaisawayinnOsakaonbusiness.

(島 さ ん は 出 張 で大 阪 に行 って い ます 。)

1.1.5.Somebodyisatthebackdoor .

(誰 か 裏 口 に 来 て ます よ。)

ま た,「 連 結 関 係 」 を述 べ る場 合,無 意 志 で あ

れ ば 「～ で あ る,～ す る こ と に な っ て い る」 の 意

味 に な り,有 意 志 で あ れ ば,「 ～ に ふ る ま う,～

に す る 」 の 意 味 と な り,そ の 一 部 は助 動 詞 化 し,

こ の 語 の 意 味 の ネ ッ トワ ー ク を作 っ て い る 。

1.1.6.Jiroisadoghater.

(次 郎 は 犬 が 嫌 い だ 。)
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1.1.7.Theattackwastimedtotakethe

governmentarmybysurprise.

(そ の 襲 撃 は政 府 軍 の 不 意 を突 く仕 組 に な

っ て い た 。)

1.1.8.Begood,andyou'llbequitesafe.

(お と な し く しろ!危 害 は加 え ん か ら。)

1.1.9.Beagoodboy.(大 人 し く して な さい 。)

Be動 詞の語彙スキーマ[存 在]

存 在 〉 連結関係

無
意
志

～にある(存 在す る)

～ に居 る

～である

～になる

～する ことにな ってい る

→ 助動詞化

有
意
志

行 く

来る

～ にふ るまう

～ にす る

→ 助動詞化

(注)レ 印は右方への意味変化の推移を表わす。

他 方,「 所 有」 を意 味 す る語 の うち最 も代 表 的

で有用性 の高い語が`Have'で ある。`Have'の 語彙

ス キーマ[所 有]は,「 所持 」→ 「経験 」→ 「獲 得」 の

順 に意味 が転化 派生 した。 無意志 で用 い られ る場

合 には,「 所持 」の 意で は,「 ～ を持 ってい る,～

される,～ して もらう」 とな り,一 部 は助 動 詞化

して 「完了」 の 「～の状態 を持 って いる→ ～の状

態 になる」 の意 を表 わす。これを以下 の例 で見 てみ

よ う。

1.1.10.Themanhadagunonhim,

(そ の男 は拳銃 を所持 してい た。>

1.1.11.Japa皿hasthesearoundit.

(日本 は四面 海 に囲 まれ ている)

1.1.12.You'dbetterhaveyoureyestested.

(君 は 目を検査 して も らった方が いい。)

ま た,「 経 験 」の 意 で はs文 字 通 り 「～ を経 験 す

る 」 と な る 。 「獲 得 」 の 意 で は 「～ され る 」 と な

り,有 意 志 で は,「 受 け 取 る,食 べ る,飲 む,す

る,さ せ る,し て も ら う」 な どの 意 味 が 分 化 し,

現 在 の よ うな 意 味 の ネ ッ トワ ー ク を形 成 した と考

え られ る 。

1.1.13.Thadastrangeexperimencetheotherday.

(最 近 奇 妙 な こ と を経 験 した 。)

1.1.14.Let'shaveadrinkonourwayback.

(帰 り に 一一杯 や りま し ょう や 。)

1.1.15.Isometimeshaveanimpulsetoletoff

steam.

(僕 は 時 折 物 凄 く う さ晴 ら し を し た くな

る こ とが あ る 。)

と こ ろ で,つ ぎの 例 に見 られ る よ う に,「 所 有 」

の 意 味 を英 語 で は 「～ を モ ツ」 と表 現 す るが,日

本 語 は 「～ が ア ル 」 と表 現 す る 。

(1)a.1'vegotalighter.

b.ラ イ ター が あ ります 。

c.Haveyouhadanyteethpulled?

d.歯 を 抜 い た こ とが あ り ます か 。

1.2.Makevs.Do

[生成]対[行 為]

`Make'の 原義 は
,「 あ る物 を生ぜ しめ る」 で あ

るか ら,そ の語 彙 スキ0マ は[生 成]で あ る。 こ

れか ら,「 創 造(あ る動 作,状 態 を生ぜ しめ る)」

の意 が転 化 して 「使役 」の意 味 が生 じ,さ らにそ

の結 果 に視 点 が移 り,「 結 果 」の 意味 が 生 じた と

考 え られ る。 さ らに,「 創 造 」の 場合 は 「～ を作

る,～ を料 理す る,～ を準備 す る」の 意味 が分 化

し,さ らに「(物1)か ら(物2)を 作 る,～ を解

釈す る,～ を考 える」の 意味が分 化 し,「(努 力 し

Haveの 語 彙 スキーマ[所 有]

所 持 レ 経 験 レ 獲 得

無
意
志

持っている

される(し てもらう)
→助動詞化(完 了)

(性質 ・感情を)

経験する

～させ る(し て もらう)

有
意
志

受け取る

食べる

飲む

する
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Makeの 語 彙 スキーマ[生 成]

創 造 〉 使 役 レ 結 果

(物)を つ くる (ある動作を)さ せる

料理をする (人をある状態に)さ せる

準備する

(物1)か ら(物2)を つ くる (人をある状態に)す る
派 解釈する

生 考える

(努力して)作 り上げる (努 力 して)～ になる

(目標 を)成 し遂げる (自 然 に)～ になる,達 す る

(金を)稼 ぐ

(あ る行 動)を 行 う,成 す

て)～ を作 り上 げる,(目 標)を 成 し遂げ る,(金)

を稼 ぐ」 とか,「(あ る行動)を 行 な う」 な どの意

味 が生 じた。 また,「 使 役」 の場 合 は,「(あ る動

作)を させ る,(人 をあ る状態)に させ る(す る)」

な どの 意味 が分 化 し,「 結 果」 の場 合 は,「(努 力

して)～ に なる,(自 然 に)～ にな る,～ に達 す

る」 な どの意 味が分 化 し,今 日の よ うな意味 のネ

ッ トワー クにな った。

他方,`Do'の 原義 は 「あ る行為 をす る」 であ る

か ら,こ の語 彙 スキーマ は,「 行為 」で あ る。これ

か ら,他 動詞 で は,「(あ る事)を す る,(あ る物)

を もた らす」とか,「(人)に 手 を加 える」 な どの

意 味 が派 生 し,そ の一部 は助 動詞 化 した。 また,

自動詞 で は 「(役割)を 果 たす,(物)に 満足 で き

る,(物)が 十 分 で あ る」 な どの 意 味が 派 生 し,

その一部 は代動 詞 にな り,こ の語 の意味 の ネ ッ ト

ワー クに なった。

～(事)を する

(物)を もた らす

～(人)に 手 を加える

→助動詞(疑 問
,否 定,強 調)

(役割を)果 す

(物に)満 足できる

(物が)十 分である

→助動詞(代 動詞)

1.3.Givevs.Take

[授 与]対[受 領]

`Give'の 原義 は 「物 を人 に授 け与 え る」 であ る
。

したが っ て,こ の語 彙 ス キーマ は 「授 与」であ る。

さ らに,他 動 詞 の場 合 は,無 意 志 な らば,「 ～を

もた らす」 の意味 か ら,「(あ る行 為)を す る,さ

れる」とか 「(病気)を うつす」 な どの意味 が分化

した。 また,有 意志 な らば,「(あ る物)を 差 し出

す,渡 す,預 ける,支 払 う,売 る」 の意 味 か ら,

「(ある事)を 述べ る,伝 える」 の意 味が 分化 し,

さ らに 「(ある行 為)を 行 な う,す る」 とな り,

「(会な どを)を 催す,開 く」 とか,「(声)を 発 す

る,歌 う」 な どの意味 が分化 した。 さ らに 自動 詞

の場 合,「 つぶ れ る,た わ む,屈 す る」 な どの意

味が分化 し,今 日の ような`Give'の ネ ッ トワー ク

を形成 した と考 えられる。

Giveの 語 彙スキーマ[授 与]

授 与

他動詞 自動詞

～をもたらす (物を)与 える

毎
～を生 じさせ る たわむ

'Lし 、

意 なされる つぶれる
志
する 屈する

(病気を)う つす

(物事)を 与える

を渡す

有 支払う

意 述べる,伝 える
志

行 う,(音 声 を)発 する

開催する

(動作)を 加える

他 方,`Take'の 語彙 スキーマは,「 ある物 を手 に

受 け取 る」,す なわ ち 「受 領」 であ る。 こ れか ら

転 化 して,「 必要 」→ 「取 得」 → 「移動 」 → 「受
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Takeの 語 彙 スキーマ[受 領]

必 要 レ 獲 得 〉 移 動 レ 受 諾

鉦 (時 間,労 力)
'n噛

意 がかかる
志 (場所)を とる

～ を手 に とる ～を持 って行 く ～を引き受ける

～を受け取る (人)を 連れて行 く (地 位)に つ く

有
～ を奪 う

意 ～を選ぶ

志 ～を着 る

～を買 う

～を飲 む

諾」 の意 味が生 じ,こ の語 の意味 の ネ ッ トワー ク

がつ くられ た。 「必 要」 は,無 意 志 で用 い られ,

「(時間,労 力)が か か る」 とか 「(場所)を 取 る」

の意味 を表 わす。他 の三者 は全 て有意志 で用 い ら

れ る。 「取得」 で は 「～を手 に取 る」 か ら,「 ～ を

受 け取 る,奪 う,選 ぶ,買 う」 とか,「 ～ を着 る,

飲 む」 な どの意味が分 化 した。 また,「 移動 」の場

合 は,「(物)を 持 って行 く,(人)を 連 れ て行 く」

の意 味 とな り,「 受 諾」 の場 合 は,「(役)を 引 き

受 け る」 とか 「(ある地 位)に 就 く」 な どの意 味

が分化 した。 この語 は多様 な意味 を もつ とい う点

で`Get'と 似 てい るが,`Get'が 常 に 「何 らかの労

力」 を前提 とす るニ ュア ンスが あ るの に対 し,こ

の語 の コアは,専 ら 「取捨 選択」 にあ り,比 較的

ス ピーチ ・レベ ルの高い語 であ る。

1.4.Putvs.Get

[設定]対[取 得 】

`Put'の 語彙 ス キーマ は
,[設 定:(あ る物)を

(あ る場 所)に 位 置 づ け る]で あ る。こ れか ら,

「設 置」 → 「負 荷」 → 「調 整」 → 「発 着」 の意 味

が転 化 派生 して意味 の ネ ッ トワー クをつ くった。

前 三者 は他 動 詞 で,他 は 自動 詞 で あ る。 「設 置」

の場 合 は,「(物)を ～に置 く」 か ら,「(物)を 持

って い く,(人 を)を 連 れて い く」 とな り,さ ら

に 「(値)を 付 ける」 とか,「(服)を 身 につけ る」

とか,「(言 葉)で 言 い表わす,翻 訳す る」,「(物)

を投 げ る,を 注 ぐ」な どの意味 が分化 した。また,

「負荷 」 では,「(責 任,税 な ど)を 課 す,～ のせ

い にす る」 とか,「 評価 す る,(問 題 な ど)を 提案

す る」,「(苦 痛,仕 事 な ど)を 受 け させ る」 な ど

の意 味が分 化 した。 さらに,物 事 の 「調整」 の意

味 で は,「(～ の状 態)に す る」 とか,「(時 刻 を)

Putの 語 彙 スキーマ[設 定]

他動詞

設 置 レ 負 荷 レ 調 整 レ 発 着

(物)を 置 く (責任,税 など) (～ の状 態〉 にす る (人,船 が)立 ち寄 る

～ にのせ る を課す (時刻を〉調整する (急に)立 ち寄る
～ に入れ る (問題など)
～から出す を提案する

(値)を つける (苦痛,仕 事など)

(服を)身 につける を受けさせる

(言葉)で 言い表す

翻訳する

(物)を 投げる

を注ぐ
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調 整す る,延 期 す る」 な どの意味 が分化 した。最

後 に,自 動 詞 で用 い られ る 「発 着」 の意 味 で は,

「(船が)立 ち寄 る」,「(急 に)立 ち去 る」 な どの

意味が分 化 した。

他 方,`Get'の 語彙 ス キーマ は,「 取 得(な ん と

か してあ る 目標 物 を手 に入 れ る」 であ り,こ の意

味が転化 して 「獲得 」→ 「習得」→ 「結果 」 の三

つの クラスが 生 じ,こ の語 の意味 の ネ ッ トワー ク

にな った と考 え られ る。す な わ ち,「 獲 得」 の場

合 は,無 意志 な ら 「～ を手 に入 れ る,受 け取 る」

の意 味 で用 い られ,有 意志 な ら 「(物)を 得 る,

買 う」 の意味 か ら,「(あ る場所 に,物)を 持 って

くる,(人)を 連 れて くる」 の意味 で用 い られる。

「習得」 の場 合 は無 意志 な ら,「 ～が わか る,頭 に

入 る」 の意 とな り,有 意志 で は 「～ を理解 す る,

習得 す る」 の意 味 に なる。 さ らに,「 結 果」 の場

合 は,無 意 志 な ら 「(あ る状 態)に な る」 とか,

「(ある場所)に 着 く,行 く」 の意味 で 用い られ,

有意志 の場合 は,「(あ る状 態)に す る」 の意 味で

用 い られ る。 この語 を使 えば,親 密感 や くだけた

雰 囲気 の効 果が 出る反面,こ の語 はあ くまで も親

しい 間柄 の者 同士で 日常 的 に用 い られ る砕 けた語

(inFormaUcasualwords)で あ り,あ らたま った正

式 な場面 での使用 には不 適切 とされてい る。

1.5.Comevs.Go

[接近]対[分 離】

℃ome'の 語彙 スキーマ は,「(人 が相 手の処 に)

近 づ く」 で あ る。 これ か ら 「接 近 」 → 「発 生 」

→ 「結果 」の順 に意味 が転化 し,さ ま ざまな意味

の ネ ッ トワー クをつ くった と考 え られ る。 「接 近」

の場 合 は,無 意志 な ら 「～か ら出 て くる」 とか

「～す る よ うにな る」 の 意 で用 い られ るが,有 意

志 な らば,「(人 が)来 る,着 く,行 く」 とか,

「(物が〉届 く,達 す る」,あ るい は 「(事が)到 来

す る」 の意味 に なる。 「発生 」 の場合 は,無 意志

のみ で用 い られ 「生 じる,起 こる,現 われる,浮

かぶ 」 な どの意味 に なる。 「結果 」 の場 合 も無 意

志 だけで,「(あ る状 態)に なる,な って くる」の

意 とな る。

これ に対 して,℃o'の 語彙 スキ0マ は,「(人 が

相手 か ら)分 かれ て行 く」 であ る。これか ら 「分

Getの 語 彙ス キーマ[取 得]

獲 得 レ 習 得 レ 結 果

手に入れる わかる (ある状態)に なる

無
意
志

受け取る 頭に入れる (ある場所)に 着 く

に行 く

(ある行為)を される

(物)を 得る 理解する (ある状態)に なる

を買う 習得する (ある行為)を し始める
有
意
(相手の命)を 獲える→をやっつける

志 (ある場所に)持 って くる

連絡する

(心)を 獲える→に感動する

Comeの 語 彙 スキーマ[接 近]

接 近 〉 発 生 レ 結 果

鉦 出 て くる
生 じる,浮 かぶ [ある状態]に なる

'● 、、

意 ～す るようになる 起こる ～になって くる

志
現れる

有 [人が]来 る,行 く,着 く
意 [物が]達 する,届 く士
'じ 、

[事が]到 来する
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離」 → 「結果」 の意 味 に転化 して今 日の よ うな意

味 の ネ ッ トワー クになった と考 え られ る。さらに,

「分 離」 の場合,有 意 志 な らば,「 行 く,進 む,出

発 す る」 の 意 味 か ら 「(授 業 に)出 る 」 とか,

「(作業 を)し に行 く」 な どの意味 が分化 し,無 意

志 な らば,「(物 事 が)進 行す る」,「機械 が)動 く」,

「(音)を 出す,が 鳴 る」 な どの 意味 で 用 い ら れ

る。 また,「 結果 」の場 合,有 意志 な らば 「(ある

状態)の ままでい る,の ま まで ある」 の意味 とな

り,無 意志 の場合 は,「(好 ま しくない状態)に な

る」,「(物 事 が)な くな る,過 ぎ去 る,至 る,届

く」 な どの意味が 分化 した と考 え られ る。

1.6.Letvs.Keep

[放任]対[管 理 】

`Let'の 語 彙 スキ ーマ は
,[放 任(人 や物 をあ る

が ままに させ てお く)]で あ る。これ か ら 「許 可」

「使役 」 → 「勧 誘」 → 「仮 定」 の順 に意味 が転 化

派生 して`Let'の 意味 のネ ッ トワークが形成 され た

と考 え られる。「許可」の場合 は,「 ～ させてや る,

(あ る行 為)を 許す」 か ら 「(人,物 を～ の状態)

に させ る」 とな り,さ らに 「(金と交換 で解放 し

て土地,家 の管 理権)を 貸 す」 な どの意 味が分 化

し,一 部 は 自動詞 化 した。 また,「 使 役 」 の場 合

は,「(あ る事)を させ る」 か ら,「(人 に仕事)を

請 け 負 わ せ る」 の 意 が分 化 した。 また,「 勧 誘」

やr仮 定」 の場 合 は,命 令文 で 「～ しよう,し よ

う じゃ ないか」 とか,「 ～ と仮定 せ よ」 の意 味 に

なる。

これ に対 して,`Keep'の 語 彙ス キーマ は,「(自

己 の物 と して人,物,位 置,状 態 な ど)を 守 り続

け る」,す な わ ち 「管理 」 で あ る。 これ か ら,ま

ず 「保 有」→ 「維持」 の転 化が生 じ,さ らに 「保

有」 はその期 間の 長短 に よ り,「 保 存」 と 「保 管」

に分化 して意 味の ネ ッ トワー クを形成 した。 す な

わ ち,長 期 の 「保存 」 の場 合 は,「 保存 す る」 か

ら 「(約束 な ど)を 守 る」 とか,「(家 族)を 養 う,

(動物 〉 を飼育 す る,(人)を 雇 う,留 置 す る」 と

か,「(店)を 経 営す る」,さ らに 「(日記)を つけ

る」 な どの意味 が分化 した。 また,短 期 の 「保管 」

の場合 は,「(物)を 取 っ てお く,預 け る,貸 す 」

な どの 意 味 に な る。 他 方,「 維 持 」 の場 合 は,

「(物,事 をあ る状 態)に してお く」 とい う意味 か

ら,「 ～ し続 け させ る」 とか,「 絶 えず ～ させ る」

な どの他動 詞の意 味が 分化 した。 これか ら自動詞

の意 味が派 生 し,「(あ る状 態)が ず っ と～の ま ま

＼
Goの 語 彙 スキーマ[分 離]

分 離 レ 結 果

無意

志

[物事が]進 行する

[機械が]動 く

[好ましくない状態]に なる

[物,事 が]な くなる

過 ぎ去る

有
意
志

[音 を]出 す,鳴 る

行 く,進 む,出 発す る

[授業 に]出 る

[作 業 を]し に行 く

[物,事 が]至 る,届 く

[あ る状態]の ま までいる

の ままである

Letの 語 彙ス キーマ[放 任]

許 可 レ 使 役 レ 勧 誘 レ 仮 定

①～させてやる ② ～させる ③ ～ しよう ④～と仮定せよ
～することを許す ～(の 状態 に)さ せ る ～ しよう じゃないか

⑤(人,物 を～の ⑦人に(仕 事を)

状態に)さ せる 請負わせる

⑥(土 地,家 の管理

権を金と交換で解放

して)貸 す
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Keepの 語 彙 スキーマ[管 理]

保 有(vt) 〉 維持 ㈲

保存(長 期) レ 保管(短 期)

[人 ・事 ・物 が]

～ しつづ ける

[物 が]も つ

[あ る状態が]

～ の ままである

～ しないでいる

保存する

(家族)を 養う

(動物)を 飼育する

(店)を 経営する

(人)を 雇 う,留 置する

(約束)を 守る

(日記)を つける

保管する

預ける

貸す

取ってお く

であ る」 とか,「(物 が)も つ」 とか,「(人 があ る

場所 に)留 ま る」,及 び 「～ しない でい る」 な ど

の意 味が分 化 した と考 え られ る。

1.7.Seevs.Seem

[認識]対[推 定]
`See'の 語 彙 スキーマは

,「(物,事 の様 子)が 視

野 に入る」,す なわち 「認知」,及 びその結 果 「思

い巡 らす こ と」,す なわ ち 「認 識」 で あ る。 これ

か ら,「 認 知」 → 「理解 」 → 「経験 」 → 「判 断 」

「確 認」 へ と順 に転 化 して意味 の ネ ッ トワー ク を

つ く り上 げ た と考 え られ る。 「認 知 」 ～ 「経 験 」

の意 味 クラ スは,こ の語 が無意志 で用 い られ る場

合 で あ る。 「認 識 」 で は,「(物,人)が 見 え る,

(見 て)知 る」の意味 で用 い られ,「 理解 」,「経験 」

で は,「(読 んで,見 て,考 えて)わ かる」,「経験

す る」 の意味 で用 い られ る。他 方,有 意志 の意味

クラ スは,「 認 識」,「判 断」,「確 認」 であ る。有

意志 の 「認 知」 では,「(物)を 見物 す る,見 届 け

る」 とか,「(人 〉 を見 る,に 会 う」 とか,「(人)

を送 り届 け る」 な どの意 味 が 派生 した 。 「判 断」

の場合 は,「 ～ を診断 す る,～ を見 て も らう」 と

か,「 ～ を調べ る」 とか,「 ～を考 える,～ を想像

す る,～ を予 測す る」 の意 味が 派 生 した。 また,

この最 後 の意 味 か ら,`seem'の 語 が 誕 生 した。

「確 認」 の場合 は,「 ～ を確 かめ る,～ に気 をつ け

る」 とか,「 ～に配慮 す る」 とか,「 ～ を黙認 す る」

な どの意味 に分化 した。

～の ように思 われ る

～ したよ うである

～ した らしい

～である らしい

Seeの 語 彙ス キーマ[認 識]

認 知 レ 理 解 レ 経 験

無
意
志

(物が)見 える

[ (人が)見 える
(見 て)知 る

(読んで)わ かる

(見て)わ かる

(考えて)わ かる

経験する

認 知 レ 判 断 レ 確 認

有意

志

(物〉を見物する

見届ける

(人が)見 る
～に会う

(人を)送 り届ける

～ を診断す る

C ～ を診て もらう
～ を考 える

C ～を想像する

予測する
～を調べる

～を黙認する

～を確かめる

～に気を付ける

～に配慮する
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一方
,`Seem'の 語 彙 スキ ーマ は,[推 定(～ の

ように見 える〉]で あ る。 これか ら,「 ～の よ うに

思 わ れる」 とか,「 ～であ る ら しい」 とか,「 ～ し

た ら しい(よ うであ る)」 な どの意 味 が転 化 派 生

した。

1.8.Sayvs.Send

[伝達]対[移 送]

`Say'の 語 彙 スキ ーマ は
,[伝 達(言 葉 を発 して

情 報 を 伝 え る)]で あ る 。 こ れ か ら 「発 言 」

「報 道」 → 「仮 定」 の順 に意 味 が転 化 派 生 して,

意味 の ネ ッ トワー クを形 成 した と考 え られる。 ま

ず,「 発 言」 の場 合 は,「 ～ と言 う」 の意 か ら 「意

見 を述べ る」 とか,「(祈 りな ど)を 唱 え る」 な ど

の意 味が 分化 した。 「報 道」 の場 合 は,「(世 間の

人 々が)～ と噂 してい る」 か ら 「(メデ ィアが)

～ と言 ってい る」 とか ,「(時 計 が時 間)を 示 して

い る」,あ るい は 「(物が)～ を暗示 してい る」 な

どの意味が 分化 した。 「仮 定」 の場合 は,「 仮 に～

と した ら」 とか,「 言 って み れ ば」,「お お よそ」

な どの意味 に分化 した。

他 方,`Send'の 語彙 スキーマ は,「 移送(人,物

を あ る場 所 に送 る)」 で あ る。 これ か ら 「発 送」

「派遣」 → 「放 出」 → 「結 果」 な どの意味 に転 化

派生 し,今 日の よ うなネ ッ トワー クをつ くりあげ

た 。 「発 送」 の場 合 は,「(物 や伝言)を 送 る,発

信 す る」 とな り,「 派遣 」 の場 合 は,「(人)を 派

遣 す る」 とな り,「 放 出」 の場 合 は 「(草木が 芽,

葉,枝 な ど)を 出す」 となる。「結果」 の場 合 は,

「(人,物 を あ る状 態)に す る,さ せ る」 とか,

「(神への祈 りで)～ を(あ る状 態)に せ しめ給 え」

とい う意味 が分化 した と考 え られ る。

●方位語の語彙スキーマ

「方位語」 とは,い わゆる前置詞,副 詞 に相当

するカテゴリーであるが,本 稿では,そ の ような

ラテン語文法を踏襲 した従来の形式文法の名称 を

避けて,英 語本来の各々の語の働 きに着目 した機

能的分類カテゴリーを使用する。

2.1.Beforevs.After(Behind)

[前]対[後]
`Before'の 原 義 は

,「(あ る物)の 前 に」 とい う

空間的位 置で あ った。 したが って,そ の語彙 スキ

ー マ は[前]で あ る。 現 在 で は,「 空 間 的位 置 」

を示す場 合 は,`infrontofを 用 い るが,こ の語彙

Sayの 語 彙 スキーマ[伝 達]

発 言 レ 報 道 レ 仮 定

～ と言 う (iii)(時 計 が時 間)を 示 してい る 仮 に～ とした ら

意見を述べる
～を表 している 言ってみれば

(祈りなどを)唱 える (ii)(メ デ ィァが)～ と言 ってい る おおよそ

(1V)(物 が)～ を暗示 している

(i)(世 間 の 人々が)～ と噂 している

～ と言 う

Sendの 語 彙 スキ ーマ[移 送]

発 送 〉 派 遣 レ 放 出 レ 結 果

(物,伝 言)を 発送する (人を)派 遣する (香 ・光 ・熱 ・煙 な ど) の状態にせ しめる

を放つ

(草木が)芽,葉 枝など

を出す

(神への祈 りで人)を
～の状態にせ しめ給え

(人,物)を あ る状態 に

す る,さ せ る
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ス キーマが転化 して 「～ よ りも先 に,～ しない う

ち に」 とい う時 間的関係 を表 わす意味 に な り,さ

らに 「(選択,優 先 の)～ よ りむ しろ,～ よ り勝

っ て」 な どの意 味が分 化 し,こ の語の意味 の ネ ッ

トワー クをつ くった と考 え られ る。 なお,こ の語

を空 間的位 置 を示す ため に用 い れば,文 語 調 の堅

い感 じにな る。

逆 に,`After'の 語彙 スキ ーマ は,「(あ る物)の

後 に」 とい う空 間的位置 の[後]を 表す。 この 意

味 が転 化 して,時 間 的 な順 序 を表 す 「～の後 で」

「～の結果」 → 「(目的 ・追求 の)～ を追 って,～

を求 め て」 → 「(順応,模 倣 の)～ に な らって,

～に ちな んで」 → 「(関連 の)～ につ い て」 な ど

の意味 が派生 し,今 日の ような意味 の ネ ッ トワー

ク となっ た。現 在 で は,こ の語 は,空 間 的 ・時 間

的 な位 置 を示 すため に用 い られ る。これ に対 して,

`Behind'は
,専 ら物 の前 後関係 を示 す ため に用 い

られ,`After'の よ うに動作 との 関連で,目 的 ・追

求の意味 に用 い られ る ことはない。

～の 間 に」 とか ,「(あ る決 まった 日時)に 」 な ど

の意 味 が分 化 した。 なお,「 期 間」 の意 味 の類似

語 と して`During'が あ る。 この語 は,「(特 定の期

間)の 内の いつ か」 を意味 す るの に対 して,`For'

は 「(一般 的 な期 間)の ワ ク」 に対 して用 い られ

る。

他 方,`Against'の 原 義 は,「 互 い に向か い合 っ

て対 立 す る相手 に対 して抱 く敵 意で あ り,そ の行

為 」 で あ る。 したが って,こ の語 彙 ス キーマ は,

[反 対]で あ る 。 こ れ か ら[圧 迫]→[防 御]

[対 照]→[不 利益]な どの カテ ゴ リーに転 化 派

生 して,今 日の よ うな意 味の ネ ッ トワー ク をつ く

りあ げ た と考 え られ る。[反 対]の 場 合 は 「～ に

逆 らって」 とな り,[圧 迫]の 場合 は 「～ に もた

れ て」 とか,「 ～ にぶ つ か って」 の 意 味 とな り,

さらに[防 御]の 場 合 は 「～ に備 え て,～ しない

よ うに」 な どの 意 味 に な り,[対 照]の 場 合 は

「～を背景 に して」 の意味 で,[不 利益]の 場合 は

「～に不利 な」 の意味 で用 い られ る。

2.2.Forvs.Against

[賛成]対[反 対]

`For'の 原義 は 「fore(前 に)」 で あ り
,目 の前

にあ る対象 に対 して抱 く[好 意]を 暗示 した。 こ

の好意 の対 象 に対 す る運動 は支持 で あ り,賛 成 と

な る。 した が っ て,こ の 語 の 語 彙 ス キ ー マ は,

[賛 成]で あ る。 これ か ら[目 的]→[交 換 ユ

[理 由]→[関 連]→[範 囲]な どの カテ ゴ リー

が転化 派生 し,今 日の意味 の ネ ッ トワー クを作 り

上 げた と考 え られ る。 さ らに,〔 賛 成]の 場合 は,

「～の ため に」,「(手 紙や電 話で)～ 宛 ての」 とか,

「～ に味 方 して」,「～ を記念 して」 な どの 意味が

分化 した。[目 的】の場合 は,「 ～ を求 めて」 とか,

「(ある場所)に 向か って」,「～ に備 えて」 な どの

意味 が分 化 した。[交 換]の 場 合 は,「 ～の代 わ り

に」 とか,「 ～ と交換で」,「(特 性,資 格)と して」

な どの意味 が分化 した。[理 由]の 場合 は,「 ～の

ため に」 とか,「 ～ に もかか わ らず 」 な どの意 味

に な った。 さら に,[関 連]で は 「～に 関 した」

とか,「 ～に適 した」,「～ の割 りに は」,及 び不

定 詞の 意味上 の主語 を示す用 法が分化 した。また,

[範 囲]で は,「(距 離)～ にわ た って」,「(期 間)

2.3.Fromvs.To(Toward)

[起点]対[終 点]

`From'の 原 義 は
,[そ こを離 れ て(awaythe

place)]で あ るか ら,こ の 語 の語 彙 スキ ーマ は,

行動 の[出 発 点,起 点]で あ る。 これか ら場所→

時 間→ 順序 →階級→ 価格→ 起源→ 推移→ 原料→原

因→根 拠→免 除→分 離→制 止→相違 な どの起点 を

示す 「～か ら」 の用 法が順 に派生 して意 味の ネ ッ

トワー クを形成 す るに至 った と考 え られ る。なお,

「～か ら」 とい う類 似の 意味 を持 つ 方位 語 にOut

ofが あるが,こ の場 合 は[起 点]で はな く,必 ず

「内 か ら外へ」 の意味 で用 い られ る。 また,「 ～か

ら作 られ る」 とい う意味 に対 応 す る英 語 に,`be

madeofと`bemadefrom'が あ るが,前 者 は材料

が原 形 を留め てい る場合 であ り,後 者 は材料 が原

形 を留め ない場合 に用 い る。

一方
,`To'の 語 彙 スキーマは,[終 点(<あ る人,

物 〉がく ある場 所,動 作,状 態)〉 に到達 す る点)]

であ る。 これか ら,[方 向]→[範 囲]→[目 的]

[結 果]→[結 合]→[比 較]→[対 立]→[関

連],及 び不 定詞 の用 法 な どに転化 派 生 し,意 味

の ネ ッ トワー クを形 成 した。[方 向]の 場 合 は,
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「～の 方へ」 「～ まで」 「(動作対 象)へ,に 」 「～

に とって」 な どの 意味 が分 化 した。[範 囲]の 場

合 は,「 ～に至 る まで」 とか,「 ～の 限 りでは」 な

どの意味 にな る。[目 的]の 場合 は,「 ～の ため に」

とな り,[結 果]の 場 合 は,「 ～ になる まで」 とか,

「(感情 名詞)し た こ とには」 な どの意 味 に なる。

また,[結 合]の 場 合 は,「 ～ に付 けて 」 とか,

「～ に加 えて」 とか,「 ～に応 じて」 とか,「 ～ に

含 まれ て い る」 な どの意 味 が 分化 した。[比 較]

→[対 立ユ→[関 連]の 場 合 は ,そ れぞれ 「～ と

比べ て」,「～ に対 して」,「～につい て」 な どの意

味 が分 化 した。 なお,不 定 詞 の用 法 は 「(〈対 象

をあ る動 作 ・状 態 〉の 方 向 に持 って行 く)コ ト,

タメ ノ,タ メニ,ナ ラバ」 とい う意味 が定着 した

もの で あ る。 他 方,`Toward'の 語 彙 ス キ ーマ は

[方 向]で あ り,`To'の よ うに[終 点]の 意味 を

含 まない点が異 なる。

2.4.Invs.Out

[内]対[外]
`ln'の 語 彙 スキーマ は

,[内(あ る囲われ た場所

の内部)]で あ る。 これか ら,「(位 置)～ の 中に」

→ 「(運動)～ の方角 に」→ 「(状態)～ の状態 で」

→ 「(活動)～ に携 わ って」 → 「(着用)～ を身 に

付 け て」 → 「(範囲)～ には」→ 「(限定)～ の点

で」 → 「(部類)～ で」 → 「(期間)～ の間 に」→

「(手段)～ で」 → 「(様態)～ で」→ 「(形状)～

となって」→ 「(数量)～ で,～ につ き」→ 「(原

因)～ のため]な どの意味 が派生 し,今 日の よう

な`ln'の 意味の ネ ッ トワークをつ くりあげてい る。

他 方,`Out'の 語 彙 スキ ーマは,[外(あ る囲わ

れた場所 の外部)]で あ る。 これ か ら,「(活 動 の)

方 向」→ 「生成」→ 「異常 」→ 「停 止」→ 「完了」

な どの カテ ゴ リーが派 生 した。 「方 向」 の場 合 は,

「～ に 出 か け て」,「 ～ を突 き出 して,広 げ て 」,

「～ を選 び出 して」,「 ～ を貸 し出 して」,「～ を追

い出 して」,「(仕 事)を 休 んで」 な どの 意味 が分

化 した。「生成」の場合 は,「(花)が 咲い て,(事)

が 起 って」 とか,「(本)が 出版 され て,(秘 密)

が 漏 れ て」,「 大 声 で」 な どの 意 味 が 分 化 した 。

[異 常]の 場 合 は,「(調 子)が 狂 っ て」 と か,

「(常態)を 失 って」 とか,「(案)が 駄 目にな って」

な どの意 味 が分化 した。[停 止]の 場 合 は,「(機

能)が 駄 目に なっ て」,「(物,期 限)が な くな っ

て」 とか,「(流 行)が 廃 れ て」,「(書 類)が 処 理

済 み で」 な どの 意味 が分 化 した。[完 了]の 場合

は,「 最後 まで,徹 底 的に」 な どの意味 になる。

2.5.-Intovs.butof

[の内へ]対[の 内 か ら]
`lnto'の 語 彙 ス キー マは

,[(あ る囲 われ た場所

の 内部へ 向か う運動)～ の 内へ]で あ る。 これか

ら 「(空 間,時 間,状 態 な ど)の 中 に」 と か,

「(変化,結 果)と なって」 とか,「(衝 突)に ぶつ

か って」,さ らに 「(数)を 割 って」 とか,「(物,

事)に 熱 中 して」 な どの意味 が分化 し,こ の語の

意味 の ネ ッ トワー クをつ くりあ げた。

他 方,℃utofの 語彙 スキ ーマ は,[(あ る囲 わ

れ た場所 か ら外部 に向か う運動)～ の内 か ら]で

あ る。 これか ら 「～か ら離 れ て」,「(割 合)の う

ちで」 とか,「(あ る原 因)か ら」,「(あ る範 囲)

の届 か ない ところに」 とか,「(あ る状 態)を 離 れ

て」,「(物 が 一時 的 に)不 足 して」 とか,「(あ る

材料)を 使 っ て」,「(あ る供給源)か ら」,さ らに

「(結果)～ を奪 って」,「(試 合 に)負 け て」 な ど

の意味 が分化 して,今 日の`Outofの ネ ッ トワー

クを構成 す る に至 った。

2.6.Onvs.Off

[接触]対[分 離]

℃n'の 語彙 スキ ーマ は,[あ る物 が何 かの面 に

(接 触)し て い る状 態]を 意味 す る。 これ か ら,

「従 事」 → 「近接 」 → 「支持 」 → 「関連 」→ 「機

会」 な どの カテ ゴ リーが転 化 ・派 生 し,こ の語の

意 味 の ネ ッ トワー ク を形 成 した と考 え られ る。

「従 事 」 の 場 合 は,「(位 置)～ の 上 の(で)」,

「(付着)～ に くっ付 い て」 とか,「(着 用)～ をつ

け て」,「(所 属)～ で働 い て」 とか,「(目 的)～

中 で」,「(状 態)～ 中で」,さ らに 「(反復)に 加

え て」 な どの意味が 分化 した。 「近接」 の場合 は,

「(位置 が)～ に接 して」 とか,「(時 間,価 格,重

量が)ほ ぼ～ だ」 な どの意 味 に なる。 「支持 」 の

場 合 は,「(支 点)～ を支点 に して」 とか,「(根 拠)

～ に基づ い て」 とか ,「(手 段)～ に よって」 な ど
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の意 味 が派 生 した。[関 連〕 の 場合 は,「(動 作対

象)に 向か って」,「(専 門)～ につ い て」 とか,

「(不利益)～ を見 限 って」,「(負 担)～ の奢 りで」

な どの意味 が派生 した。 また,[機 会]の 場合 は,

「(特定の 日時)に 」 の意 味 に限 って用 い る。 これ

に対 して,`OfFの 語 彙ス キーマ は,あ る ものか ら

離 れ て[分 離]し た状 態 であ る。 これか ら 「(位

置)～ か ら離 れて」,「(基 準)か らそれて」 とか,

「(運動)～ を去 って」,「(仕 事)を 休 んで」 とか,

「(離脱)～ をはず して」,「(分 割)を 分 け て」 と

か,「(減 少)～ が減 って」,「(根 源)か ら」,さ ら

に 「(停止)～ が止 ま って,～ を差 し控 え て」 と

か,「(強 調)す っか り」,「(依 存)～ に頼 って」

な どの意味 が派生 し,`Offの 意味 の ネ ッ トワーク

を作 り上 げた。

2.7.Overvs.Under

[上位]対[下 位]

`Over'の 語彙 スキーマ は
,[(対 象か ら離 れて そ

の真 上 を覆 う位 置)上 位]で あ る 。 こ れか ら,

[上 位]→[超 過]→[期 間]→[従 事]→[関

連1→[経 過]→[手 段]→[反 復]な どの カテ

ゴリーが転 化 ・派生 し,こ の語 の意味 の ネ ッ トワ

ー クを形 成 した。「上位」 の場 合 は ,「 ～に張 り出

して」,「一面 に,つ まつ いて」,「～の向 こ う側 に」

な どの意 味が分 化 した。 また,「 超過」 の場合 は,

「(数量,程 度 が)よ り多 く」,「(音 が)よ り大 き

く」 とか,「(地 位 が)よ り上で」,「～ を支配 して」

とか,「 ～ に優 先 して,譲 って」 な どの 意味 が分

化 した。 また,「 期 間」 の場 合 は,「(あ ま り長 く

ない特定 の時期)～ にわ たって」の意 であ る。 さ

らに,[従 事]の 場 合 は,「(仕 事 な ど〉 を しなが

ら」 を意 味す る。但 し,こ の場 合 は動 名詞 と共 に

用 い る ことは不 可で ある。 「関連 」 の場 合 は,「 ～

をめ ぐって」の 意 とな り,「 経過 」 の場 合 は,「 は

じめ か ら終 わ りまで」 の 意で あ る。 「手段 」 の場

合 は,「(電 話,ラ ジオな ど)に よって」 の意 とな

り,「 反復]」 の場 合 は,「 もう一 度」 の意 味 に な

った。

これ に対 して,`Under'の 語彙 スキーマ は,[対

象 の真 下 に広 が ってい る位置 空 間)下 位]で あ る。

これか ら,[下 位]→[拘 束]→[従 属]→[包

含]な どの カ テ ゴ リーが転 化 ・派生 し,`Under'

の 意 味 の ネ ッ トワー ク をつ くっ てい る。 「下位 」

の場合 は,「 ～のふ もとに」 とか,「 ～の 下に」 な

どの意 味 か ら,さ らに 「(数量)～ 未満 で」 とか,

「(価値)よ り下で」 の 意 とな る。 「拘 束」 の場 合

は,「 ～ を背負 って,～ を受 け て」 とか,「 ～の た

め に」 な どの意味 に なる。 「従属」 の場合 は,「 ～

の もとで」 とか,「 ～ 中で」 な どの 意味 とな る。

さ らに,「 包含 」の 場合 は 「～の もとで」,「 ～の

もとに」 とか,「 ～ に基 づ い て」,「 ～の 中に」 な

どの意味 が分化 した と考 え られ る。

2.8.Upvs.Down

[上 方 ・接近 】対[下 方 ・分 離】

`Up'の 語彙 スキ ーマ は
,[(上 方へ の運動 、及 び

心 理 的 に接 近 す るニ ュア ンス)し たが っ て,上

方 ・接 近]で あ る。 これ か ら[上 方]→[接 近]

[熟 知]→[合 計]→[停 止]→[固 定]→[完

成]→[分 割]な どの カテ ゴ リー に転化 派生 し,

今 日の ような意味 の ネ ッ トワー クになった。す な

わち,「 上 方」 の場 合 は,「 上方へ 」か ら 「(人が)

起 きて」,「(家 が)建 って」 とか,「(物,事 が)

出現 して」,「(価 値,音 量が)上 が って」,さ らに,

「(活気が)高 まって」 な どの意味 が分化 した と考

え られ る。 そ の後,「 上 に」 とか,「(時 間が)尽

きて」 とか,「(会 が)終 わ って」 な どの意味が分

化 し,さ らに 「風 上へ」,「 中心 地へ 」 とか,「 上

流へ 」,「大学へ」 な どの意味が派 生 した。「接 近 」

の場 合 は,「 ～の方へ」 とか,「 遅 れ ないで」 な ど

の意 味 になる。「熟知」の場 合 は,「 ～に精 通 して」

の意 味 にな り,「 合計 」 の場 合 は,「 ～ を積み上 げ

て,寄 せ集 め て」 の意 味 に なる。 また,[停 止]

の 場 合 は,「 止 まっ て,貯 えて」 の 意味 に な り,

「固定 」 の場 合 は,「 ～をふ さいで,閉 じて」 の意

味 に なる。 さ らに,「 完成」 の場 合 は,「 ～ し尽 く

して,～ し果 して」 の 意味 とな り,「 分 割」 の場

合 は,「(ば らば らの状 態)に 」 の意味 に なった。

これ とは逆 に,`Down'の 語彙 スキーマ は,[(下

方へ の運動,及 び心 理 的 に遠 ざか るニ ュ ア ンス)

したが っ て,下 方 ・分 離]で あ る。 こ れ か ら,

[下 方]→[分 離]→[時 間]→[順 位]→[事

務]→[予 定]→[命 令]→[勝 負]→[抑 圧]
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[縮小]→[停 止]→[強 意]な どの カテ ゴ リー

へ と転 化 し,こ の語の意味 の ネ ッ トワー ク を形成

した。 まず,「 下 方」 の場 合 は,「 下へ」 か ら 「下

が っ て」 とい う意味 にな り,そ の後,「 下 に」 と

か 「(人が)寝 込 んで,衰 え て」 の意味 に分化 し

た。 さ らに,「 分離」 の場合 は,「 風 下 へ」 とか,

「地 方へ」 とか,「(大 学 か ら)戻 っ て きて」 な ど

の意 味 に なっ た。 また,「 時 間」 の 場合 は,「(過

去 か ら)後 代 に」 の 意味 とな り,「 順位 」 の場 合

は,「 ～ に至 る まで」 の意。 また,「 事務」 の場 合

は,「 書 き留 め て 」 とか,「 頭 金 と して」 とか,

「(残高 が)不 足 して」 な どの 意 味 に分 化 した 。

「予定 」 の場合 は,「(会 が 〉予定 され て」 の意味

に なる。 「命令 」 の場 合 は,「 座 れ!」 とか,「 降

ろせ!」 の意味 で用 い られ る。 「勝負 」 の場 合 はs

「負 け越 して」 の 意味 にな る。 「抑 圧 」 の場合 は,

「押 さえ付 けて」の意味 にな り,「縮小」の場合 は,

「減 じて,薄 め て」 の意 味 に,ま た,「 停止」 の場

合 は,「 止 めて」の意 味 にな り,「強 意」の場 合 は,

「最後 まで,す か っ り」 な どの意味 になる。

2.9.AboutOfOnWith

[関連}・[関 連]・[関 連]・[関 連}
`About

,Of,On,With'の4語 は,い ず れ も

「～につい て,～ に関 して」 とい う意味 を有 す る。

しか しなが ら,こ れ らの語 彙の 間 には微 妙 なニ ュ

ア ンス の 違 い が あ る 。 た とえ ば,"Shespoke

aboutherfamily."の 例 におい て,`about'は 「一般

的 な内 容 に詳 し く」 関連 す る場 合 で あ るが,`of'

とす れ ば,「 そ の 内容 に軽 く触 れ た程 度 に」 とい

った意味 になる。 また,"abookonteas"の 場合,

`on'は 「専 門的 な内容 を扱 った」 とい う含み を表

して いる。 さらに,"Whatdoyouwantwithme?"

の場合 の`with'は,話 し手 と聞 き手の 「両者 の間

柄 に関 して」とい う意味 である。`About'の 原義 は,

「あ る物 の まわ りに位 置 して」 であ るか ら,そ の

語 彙 スキーマ は,[周 辺 ユ であ る。 これ か ら,「 位

置」 → 「関連」→ 「概略 」→ 「従事 」→ 「近接未

来」 な どの カテ ゴ リーが転化 ・派生 して,こ の語

の 意味 の ネ ッ トワー クにな った。 「位 置」 の 場合

は,「 ～の まわ りに」 とか,「 ～の あち らこ ちらに」

とか,「 ～の辺 りで」 な どの意 味が分 化 した。 「関

連」 の場合 は,「 ～ を携帯 して」 とか,「(thereis

構 文 デ)ど こか ～ な雰囲 気 があ る」 とか,「 ～ に

関す る」 な どの 意味 に分化 した。 「概 略」 の場合

は,「 お よそ,約 」 とい う意味 で副詞 化 した。[従

事]の 場合 は,「(beabout～ で)～ に従事 してい

る」 の 意 とな る 。 「近 接 未 来 」 は,`be(just)

abouttodo～'の 形 で用 い られ る。`About'の 類似

語 に`Around'が あ る(次 項参照)。

`On'の 原義 は
,「 ～ に接 して」 で あ るか ら,そ

の 語 彙 ス キ ー マ は[接 触]で あ る 。 これ か ら,

[付 着]→[着 用]→[所 属]→[進 行 状 態]

→[近 接]→[支 持]→[方 向]→[関 連]→

[迷 惑]→[日 時]→[同 時]な どの な どの カ テ

ゴリーが転 化 ・派生 して`On'の 意 味の ネ ッ トワー

クが形成 された。 したが って,`On'の[関 連]は

「～に就 い て」 とい う意味 であ り,多 分 に 「接 触」

のニ ュア ンスがあ る。

他 方,`Ofの 原義 は 「～か ら離 れ て」 であ るか

ら,そ の語彙 スキ ーマ は[分 離]で あ る。 これか

ら 「根源」 → 「所 属」→ 「部 分」→ 「関連 」 な ど

のカ テ ゴリーが転 化 ・派生 したの であ るが,今 日

で は 「分 離」,「根 源」 は`from'を,「 関連」 には

`about'を 用 い る よう にな っ たため
,`Of'は 専 ら

「所属 」 や 「部分 」 の意味 に用 い る ようにな った。

今 日,「 分離 」 の場合 は,「 ～か ら」 の意味 で成句

に残 ってお り,「根 源」の場 合 は,「 ～出の」 とか,

「(原因)～ の ため 」 とか,「(材 料)～ で作 っ た」

とか,「(内 容)～ の 入った」 な どの 意味 に分 化 し

た。 「所 属」 の場 合 は,「(所 属)～ の」,「(所 有)

～の」 とか ,「(性 質)～ が あ る」,「(同 格)～ と

い う」 とか,「(限 定)～ につ いての」 な どの意味

が派生 した。「部分」の場合 は,「 ～の中の」 とか,

「(単位,量,種 類 な ど)の 」 とか,「(時 間)～ な

どに よ く」 な どの 意味 が派 生 した。 したが って,

[関連]の`Ofは 「限 定」 の ニュ ア ンスが残 っ て

い る。 その他,「(主 体)の 」 とか,「(作 者)の 著

した」 とか,"It's[That's]verykindsofyou."な

どの構 文 にお け る 「(2重 主語)が 」 とか,「(目

的 関係)～ を,へ の 」,「(動 作 主 〉 ～ に よっ て」

な どの意 味が派 生 した。

With'の 原 義 は,「(against)対 立」 で あ るが,

互 い に対 立 す る者 が 「共 にい る」 と こ ろか ら,
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[随 伴 ユ の意が 生 じた。 したが って,そ の語彙 ス

キ ーマ は,[随 伴 ユ で あ る。 そ の 結 果,「 随 伴 」

→ 「所有 」→ 「手段」 → 「関連」 な どの カテ ゴ リ

ー に転 化 し,意 味 の ネ ッ トワ ー ク を形 成 した 。

「随伴 」 の場 合 は,「(所 属)～ と共 に,～ を含 め

て」,「(協 調 〉に賛 成 して」 とか,「(同 時)～ に

つ れて 」,「(分 離)を 捨 てて」 な どの 意味 が派 生

した。r所 有 」 の場 合 は,「(管 理 〉 ～ を も って,

～ を身 につけて ,～ に預 けて」 とか,「(付 帯状 況)

～ しなが ら」 とか ,「(様 態)～ を もって」 な どの

意 味 が分 化 した 。 「手段 」 の場 合 は,「(材 料)～

を使 って,～ で」 とか,「(原 因)の ために」 な ど

の意 味 に な った。 「関連 」 の場合 は,「(関 係)～

と」 とか,「(対 象 〉 ～ に対 して」 とか,「(関 連)

に 関 し て」 な どの 意 味 に分 化 した 。 さ ら に,

・within・とか ・without'な どの語 は
,`with'と`in'あ

る い は`out'と の 合 成 語 で あ る。 した が っ て

`Within'は 「共 に+内 に」の意 か ら
,「 ～の内部 に」

とか,「(距 離,期 間)以 内 に」 とか,「(程 度)の

範 囲 内で」 な どの意 味 にな った。 また,`Without'

は,「 共 に+外 に」の意 味 か ら,「 ～ を持 た ないで」

とか,「 ～ が無 け れば」 とか,「 ～ しない ように」

とか,「(限 界)を 越 えて」 な どの意味 に なった と

考 え られ る。

2.10.AcrossAlongThrough

[横断]・[縦 断]・[貫 通]

`Across'の 原 義 は
,`a+cross',す なわち 「ある

物 の表面 を十字 になる よ うに横 切 って」 であ るか

ら,そ の語彙 スキーマ は,[横 断]で あ る。これか

ら 「(運動)～ を横 切 って」 とか,「(位 置)～ の

向 こう側 に」 とか,「 ～ と交差 して」 な どの意 味

が派 生 した。

`Along'の 原義 は
,「 細長 い もの の端 か ら端 まで」

とな ってい る。 それ故,そ の 語彙 スキーマ は[縦

断]で あ る。 これか ら[運 動 方向]の 「～に沿 っ

てず っ と」 とか,「 ～づ た い に」 の意 味 に な り,

さらに[位 置]の 「～の 途 中で」 とか,「 ～の ど

こかで」 とな り,最 後 に[方 針]の 「～に従 って」

な どの意 味が派生 した。

`Through'の 原 義 は 「あ る物 を通 過 す る こ と」

で あ るか ら,そ の語 彙 ス キーマ は,[貫 通]で あ

る。 これ か ら 「～ を通 り抜 け て」,「(騒 音 な どに)

か き消 され ないで」 とか,「(場 所)の 至 る所 を」,

「(経過)～ の始 めか ら終わ りまで,～ を終 えて」,

「(手段)～ を通 じて」,「(原 因)～ の ため に」 と

か,「(時 〉 ～の 間 じゅう,～ の終 わ りまで」 な ど

の 意 味 が派 生 し,こ の語 の現 在 の意 味 の ネ ッ ト

ワー クを構成 している。

2.11.Around・About

(周囲)・(周 辺)

`Around'の 原 義 は
,`a+round'(の 周 りを取 り巻

いて)で あ るか ら,そ の語彙 ス キーマ は,[周 囲]

であ る.こ れか ら[円 周運動]と[周 辺位 置]の

カテ ゴ リー に分化 した。 す な わ ち,[円 周 運動]

の場合 には,「 ひ と周 りして」,「周 りに(を)」 と

か,「 回 り道 を して」,「向 きを変 えて」,「回 して,

回 って」 な どの意 味が 派生 した。 また,[周 辺位

置]の 場合 は,「 あ ち こち に(を)」 とか,「 辺 り

に,近 くに」,「お よそ,約 」 とか,「(人 が)や っ

て来 る,(物 が)出 回 ってい る」 とか,「(形 容 詞

最 上級+名 詞 の後 で)現 存 してい る うちで」 な ど

の意味 が派生 し,こ の語 のネ ッ トワ ーク をつ くり

上 げた。 なお,同 意 語 に`Round'が あ るが,現 在

で は 英 米 と も一 般 に`Around'が 用 い ら れ る 。

`About'に ついて は
,既 に2.9。 で論 じた。

2.12.AmongBetween

[多 者 間]・[二 者 間]

`Among'の 原 義 は 「あ る 集 合 の 中 に あ っ て」 で

あ る か ら,そ の 語 彙 ス キ ー マ は,[多 者 間]で あ

る。 これ か ら 「～ に ま じっ て 」,「 ～ の 中 で も特 に

際 立 っ た 」,「 お 互 い に」,「 協 力 して 」 な どの 意 味

が 派 生 し た 。こ の 類 似 語 に`amid'が あ る がi

`among'が 「同 質 の 物 の 集 合 の 中 」 とい うニ ュ ア

ンス が あ る の に対 して,`amid'は 「異 質 の 物 の 中 」

とい う含 み で 用 い られ る 。 他 方,`Between'の 語

彙 ス キ ー マ は,[二 者 間]で あ る。 た だ し,下 の

例 の よ う に,対 象 と な る 二 者 が 別 個 の物 を 同 時 に

表現 す る場 合 は,こ の 語 を用 い る 。

a.Therearealwaysatwarbetweenthe

countriesintheMiddleEast.

b.SwitzerlandliesbetweenAustralia,France,
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GermanyandItaly. [区域]に 用 い られ る。

2.13.AtIn

[地点】 ・[区 域]
`At'の 語彙 スキーマ は

,[地 点]で ある。 これか

ら[地 点]→[時 点]→[目 標]→[存 在]→

[状 態]→[任 意]→[割 合]→[様 態]→[代

償]→[関 連]→[極 限]→[原 因]な どの カテ

ゴ リー に転 化 ・派生 し,意 味の ネ ッ トワー クを形

成 した と考 え られる。[地 点]の 場 合 は,「(位 置)

～で」 「(起点)～ か ら」 「(所属)～ の」 な どの意

味 に分 化 した 。[時 点]の 場 合 は,「(時 間)に 」

「(年令)の 時 に」 「(順序)で 」 「(回数)回 目で」

な どの意 味 に分 化 した。[目 標]の 場合 は,「 ～ を

目が け て」 「～ を ね ら って」 な どの 意味 に な る。

[存 在]の 場 合 は,「 ～ してい る」 の 意 。[状 態]

の場 合 は,「(～ の状 態)で 」 の意味 。[割 合 〕 の

場 合 は,「(価 格 ・速度 ・温度 な ど)で 」 の意 味 にな

る。[様 態]の 場合 はs「 ～で」 の意 。[代 償]の

場合 は,「 ～で,～ して も」の意味 に なる。[関 連]

の場 合 は,「 ～の点 で」の 意味 。[極 限]の 場 合 は,

「(+名 詞)～ で,(+最 上級)～ て も」 の意 味 に

なる。[原 因]の 場合 は,「 ～ を見 て,聞 いて,知

って」 な どの意味 にな る。 他方,`ln'の 語彙 ス キ

ー マ は
,す で に 述 べ た よ うに[内]で あ るが,

`at'[地 点]と 対 応 す る場 合 は
,か な り広 い場 所

2.14.By・(Un》till

[近傍]・[限 度]
`By'の 原 義 は 「あ る物 のす ぐ近 くに」 であ るか

ら,そ の 語彙 スキ ーマ は,[近 傍]で あ る。動作

動 詞 と連携 で用 い られ る こ と に よ り,こ れ か ら

[位 置]→[通 過]→[差 異]→[乗 除 ・寸 法]

→[単 位 】→[経 由]→[手 段]→[動 作 主]→

[限 度]→[期 間]な どの カテ ゴ リ0に 転 化 ・派

生 し,今 日の よ うな意味 の ネ ッ トワー クを形 成 し

た と考 え られ る。 さ らに,[位 置]の 場 合 は,「 ～

の す ぐそ ばで」,「(方 位)～ 寄 りの」 とか,「(準

拠)に もとつい て」,「(動 作 の主 体)～ を」 とか,

「～に関 しては」,「(誓 言)～ にか けて」 な どの意

味 に分 化 した。[通 過]の 場 合 は,「 ～のそ ば を通

って」 の意 とな り,[差 異]の 場合 は,「 ～だ け」

の 意 と な っ た。[乗 除 ・寸 法]の 場 合 は,「 ～ を

(か ける),で(割 る)」 の意味 にな る。[単 位]の

場 合 は,「 ～ 単位 で 」 の 意 。[経 由]の 場 合 は,

「～ に立 ち寄 って」 とか,「 ～ を通 って」 の意味 と

な った。[手 段]の 場 合 は,「 ～に よって,～ で」

の意で あ る。[動 作主]の 場合,「 ～ に よって」 と

い う意味 にな り,[限 度]の 場 合 は,「 ～ まで に

(は)」 の 意で あ る。 また,[期 間]の 場合 は,「 ～

の間 に」 とい う意 味 になった。

方位語の語彙スキーマ

Beforevs.After(Behind)

(前)(後)

Upvs.Down

(上 方 ・接近)(下 方 ・疎遠)

Forvs.Against

[賛 成][反 対]

AboutOfOnWith

[関 連}[関 連][関 連][関 連]

Fromvs.Ta(Toward)

(起 点)(終 点)

Across・Along・Through

(横 断)(縦 断)(貫 通)

Invs.Out

(内)(外)

(A)round・About

(周 囲)(周 辺)

Intovs.Outof

(の 内 へ)(の 内 か ら)

AmongBetween

(多 者 間)(二 者 間)

Onvs.Off

(接触)(分 離)

AtIn

(地 点)(区 域)

Overvs.Under

(上 位)(下 位)

ByBefore・Un(till)

(近 傍)(限 度)(継 続)
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ところで,「 時 間の限度」 の意 を示す語 に,`By'

の他 に,`Before'と`Until'が あ る。 この うち`By'

は,「 あ る動 作 が 直前 に完 了 す る時 間の 限度」 を

示 すの に用 い るが,`Before'は,「 あ る動作 が漠然

とその時 まで に完了す る時 間の 限度 」 を示す。他

方,`Until'は,「 あ る動作 が継続 す る時 間の限度」

を示す の に用 い られる。

要 旨

本 稿 の 目的 は,英 文 構 成 の上 で と りわ け 多 くの

バ リエ ー シ ョ ン を要 求 され る述 部 に お い て 多 用 さ

れ る基 本 語 彙(基 本 動 詞16語+方 位 語30語)に

焦 点 を絞 り,そ れ らの 多 義 の構 造 を 認 知 意 味 論 的

に 再 解 釈 し,英 文 構 成 上 の 困 難 点 を克 服 す る上 で

有 益 な 知 識 を提 供 し,よ っ て わが 国 の 英 語 教 育 に

資 す る こ とで あ る 。

本 稿 は二 部 か ら成 る。 第 一 部 で は,英 語 の 伝 達

に お い て と りわ け 多 用 さ れ る基 本 動 詞16語 を 扱

っ た 。 こ こで は,意 味 的 に対 立 す る語 を対 に して

1.Bevs.Have,2.Makevs.Do,3.Givevs.Take,

4.Putvs.Get,5.Comevs.Go,6.Letvs.Keep,

7.Seevs.Seem,8。Sayvs,Sendに 分 け,各 語 の

輪 郭 とな る包 括 的 な意 味 を示 す 語 彙 ス キ ー マ と周

辺 的 な 意 味 に 至 る 転 化,派 生 の 過 程 を明 らか にす

る よ うに 努 め た 。

第 二 部 で は,同 じ く英 語 の 伝 達 に お い て 多用 さ

れ る 約30の 方 位 語 を扱 っ た 。 こ こ で も意 味 的 に

対 照 的 な 語 を対 に し て1.Beforevs.Behind,2.

Forvs.Against,3.Fromvs.To(Toward),4.In

vs.Out,5.Intovs.Outof,6.Onvs.Off,7.Over

vs.Under,8,Upvs.Downな ど に分 け,そ れ らの

語 彙 ス キ ー マ とそ の 周 辺 的 な 意 味 に 至 る転 化,派

生 の 過 程 を述 べ た 。 ま た,互 い に類 似 の 意 味 を共

有 す る 語 を,9.About・Of・On・With,10.

Across・Along・Through,11.(A}round・About,12.

Among・Between,13.At・ln,14.By・Before・

(Un)tillの 様 に 一 括 し,そ の 用 法 上 の 相 違 点 を 明

らか に す る よ う配 慮 した 。
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TheNetworkofLexicaiSchemainEnglish

MlzuNoMitsuharu

Abstract

ThepurposeofthepresentstudyistocontributetotheteachingofEnglishinJapanbyprovidingthe

JapaneselearnerswithknowledgeusefulforovercomingtheirdifficultiesinmakingEnglishsentences.Inorder

toaccomplishthispurposewefocusedon16radicalverbsand30directionwordsfrequentlyusedinthe

predicateinwhichanumberofvariationsarerequiredinproducingEnglishsentences,andreinterpretedthe

meaningsofthosepolysemicwordsintermsofcognitivesemantics.

Thepresentpaperconsistsoftwoparts.InPartI,wedealtwithisradicalverbsfrequentlyusedamong

othersinEnglishcommunication.Here,weclassifiedpairsofwordswhichsemanticallycontrastedwitheach

otherintoeightsectionssuchas①Bevs.Have,②Makevs、Do,③GivevsTake,④Putvs,Get,⑤Comevs.

Go,⑥Letvs.Keep,⑦Seevs.Seem,⑧Sayvs.Send,andmadeanattempttorevealthelexicalschemaof

eachverband,intheprocess,thechangeandderivativesfromthelexicalschematotheperihperalmeanings.

Wethendealtwithabout30directionwords,namelyprepositionsandadverbs,inPartII.Here,weclassified

apairofwordssemanticallycontrastingwitheachotherintoeightsectionssuchas①Beforevs。After

(Behind),②Forvs.Against,③Fromvs.To(Toward),④lnvs、Out,(51ntovs.Outof,⑥Onvs.Off.⑦Over

vs.Under,●Upvs.Down,andtriedtouncoverthelexicalschemaofeachwordand,intheprocess,the

changeandderivativesfromthelexicalschematotheperipheralmeanings.Inaddition,wesortedagroupof

wordssharingsunilarmeaningswithoneanotherintosixsectionssuchas⑨About・Of・On・With,⑩Across・

Along・Through,11(A)round・About,OAmong・Between,13At・ln,●By・Before・(Un)till,takinginto

considerationtherevealeddifferencesintheuseofthosewords.
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